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事
業
予
定

平
成
30
年

４
月
８
日
㈰
　
多
摩
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
　
10
日
㈫
　
就
業
希
望
会
員
の
相
談
会

　
　
12
日
㈭
　
入
会
説
明
会

　
　
13
日
㈮
　
配
分
金
支
払
日

　
　
17
日
㈫
　
職
群
班
リ
ー
ダ
ー
会
議

　
　
19
日
㈭
　
新
入
会
員
研
修
会

　
　
20
日
㈮
　
第
１
回
理
事
会

　
　
25
日
㈬
　
全
地
区
委
員
会

５
月
10
日
㈭
　
入
会
説
明
会

　
　
17
日
㈭
　
新
入
会
員
研
修
会

　
　
18
日
㈮
　
配
分
金
支
払
日

　
　
18
日
㈮
　
第
２
回
理
事
会

　
　
22
日
㈫
　
駅
周
辺
等

　
　
24
日
㈭
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

６
月
14
日
㈭
　
入
会
説
明
会

　
　
15
日
㈮
　
配
分
金
支
払
日

　
　
19
日
㈫
　
第
69
回
定
時
総
会

　
　
21
日
㈭
　
新
入
会
員
研
修
会

大坂文子さん『春らんまん』 家事援助リーダーの皆さん

たづくり学習室受付の皆さん

平成 30年 1月 31 日
皆既月食

　
次
の
職
種
で
就
業
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

研
修
会
を
計
画
い
た
し
ま
す
の
で
事
務
局

ま
で
連
絡
願
い
ま
す
。

①
除
草
　
②
草
刈
り
　
③
塗
装
　
④
刃
物

研
ぎ
　
⑤
和
洋
裁
　
⑥
植
木
剪
定
　
⑦
大

工
・
左
官
　
⑧
襖
・
障
子
　
⑨
リ
サ
イ
ク

ル
自
転
車
　
⑩
壁
装

※

技
能
職
後
継
者
育
成
研
修
案
内

　
会
報
「
働
く
よ
ろ
こ
び
」
の
記
念

す
べ
き
150
号
を
、
会
員
の
皆
様
に
お

届
け
す
る
こ
と
が
で
き
、
喜
ば
し
く

思
い
ま
す
。

　
第
１
号
会
報
は
、
昭
和
54
年
新
年

号
で
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
、
諸
先

輩
の
ご
苦
労
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　
第
62
号
か
ら
、
表
紙
が
カ
ラ
ー
に

な
り
、
平
成
14
年
か
ら
中
刷
り
写
真

も
カ
ラ
ー
に
、
又
、
会
員
の
皆
様
の

写
真
と
、
花
や
手
作
り
小
物
な
ど
の

写
真
が
表
紙
を
飾
り
、
華
や
か
に
、

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
会
員
の
方
々
か
ら
の
、
ご
協
力
を

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
広
報
委
員
一

丸
と
な
り
、
取
り
組
ん
で
お
り
、
会

報
の
歩
み
・
歴
史
を
感
じ
な
が
ら
、

一
読
い
た
だ
け
る
と
幸
い
に
思
い
ま

す
。

　
私
達
広
報
委
員
は
、諸
先
輩
の
培
っ

た
努
力
に
恥
じ
な
い
よ
う
、
受
け
継

い
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
四
月
に
入
り
花
粉
症
等
で
、
お
悩

み
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
体
力

を
養
い
、
仕
事
に
従
事
し
な
が
ら
、

趣
味
等
で
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
ま

し
ょ
う
。

（
粕
谷
　
慶
子
）

第
６
回
・
10
月
20
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
職
員
給
与
規
程
の
一
部
改
正

　
⑶
職
員
就
業
規
則
の
一
部
改
正

　
⑷
育
児
・
介
護
休
業
規
程
の
一
部
改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
３
件

第
７
回
・
11
月
17
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
基
準

の
一
部
改
正

　
⑶
再
雇
用
職
員
雇
用
要
綱
に
基
づ
く

再
雇
用
職
員
報
酬
等
基
準
の
廃
止

　
⑷
継
続
雇
用
実
施
要
綱
に
基
づ
く
継

続
雇
用
職
員
報
酬
等
基
準
の
一
部

改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
８
回
・
12
月
22
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
９
回
・
１
月
19
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
10
回
・
２
月
16
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
11
回
・
３
月
16
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）

　
⑶
平
成
30
年
度
予
算
（
案
）

　
⑷
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込

み

　
⑸
平
成
30
年
度
配
分
金
単
価
（
案
）

　
⑹
職
群
班
活
動
規
程
の
一
部
改
正

　
⑺
準
職
員
就
業
規
則
の
制
定
及
び
関

連
規
程
の
一
部
改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
５
件

こ
れ
か
ら
の

　
平
成
30
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
、
退

任
い
た
し
ま
し
た
。
５
年
間
、
会
員
増

強
・
就
業
拡
大
を
目
指
し
て
、
微
力
な

が
ら
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
間

皆
様
の
ご
指
導
・
ご
支
援
ま
た
ご
厚
誼

に
あ
ず
か
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
皆
様
の
ご
健
康
、
ご
活
躍
そ
し
て

調
布
シ
ル
バ
ー
の
益
々
の
発
展
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

職
員
の
人
事
異
動

　
臨
時
職
員
と
し
て
長
い
間
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
永
山
広
美
さ
ん
、
北

林
法
子
さ
ん
が
３
月
31
日
付
で
退
職
さ

れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
皆
既
中
、
肉
眼
で
は
赤
く
見
え
ま
し

た
が
、
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
は
暗
い
ま
ま
で

良
く
見
え
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
カ
メ
ラ
の
露
出
を
調
整
す

る
と
、
写
真
の
よ
う
な
赤
い
月
が
現
れ
、

撮
影
に
成
功
し
ま
し
た
。

　
月
食
の
間
、
雲
が
切
れ
た
の
は
本
当

に
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。（

峰
廣
　
完
二
）

事
務
局
だ
よ
り

赤
銅
の
お
月
さ
ま

平
成
30
年
度
会
費
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
会
費
千
円
を
５
月
18
日

（
金
）
に
口
座
引
き
落
と
し
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
口
座
振
替
が
未

手
続
き
の
方
は
至
急
、
事
務
局
に
て
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
印
鑑
持
参
）

常
務
理
事

　
　   

今
村
孝
則
事
務
局
長
が
退
任
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働くくくよろこび
　
本
格
的
な
高
齢
社
会
を
迎
え
、
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
は
、
現
役

リ
タ
イ
ヤ
後
に
あ
っ
て
も
、
な
お
自
ら

の
経
験
と
能
力
を
生
か
し
て
、
働
く
機

会
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
こ
数
年
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
略
称
セ
ン
タ
ー
）
は
、

会
員
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
は
、
定
年
55
歳
が
多
か
っ

た
昭
和
40
年
代
、
東
京
都
が
発
表
し
た
、

市
町
村
が
実
施
主
体
と
な
る
「
高
齢
者

事
業
団
構
想
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
各
地
に
高
齢
者
事
業
団
が

発
足
。
昭
和
55
年
に
は
、
国
の
補
助
対

象
事
業
と
な
る
と
共
に
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
全
国
的
に
名
称

や
事
業
内
容
が
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
61
年
、「
高
年
齢
者
等
の
雇
用

の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
定
年
退
職

者
等
の
職
業
生
活
の
充
実
や
福
祉
増
進

に
資
す
る
た
め
、
臨
時
的
か
つ
短
期
的

な
就
業
（
そ
の
後
、
そ
の
他
の
軽
易
な

業
務
が
追
加
）
の
機
会
を
提
供
す
る
団

体
を
育
成
し
、
就
業
の
機
会
の
確
保
の

た
め
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
な
ど
、

セ
ン
タ
ー
の
骨
組
み
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
て

い
る
施
設
の
管
理
や
清
掃
を
始
め
と
す

る
数
々
の
業
務
は
、
40
数
年
に
わ
た
る

様
々
な
関
係
者
、
諸
先
輩
の
活
動
に
よ

り
培
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
経
過
を
踏
ま
え
る
と
、
昨

今
の
多
様
な
高
齢
者
に
就
業
の
機
会
を

提
供
す
る
、
唯
一
無
二
の
組
織
団
体
が
、

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
と
言
え

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
・
・
・

こ
れ
か
ら
迎
え
る
新
た
な
会
員
の
た
め

に
も
、就
業
現
場
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
た
め
に
・
・
・

　
発
注
者
や
就
業
場
所
を
利
用
さ
れ
る

一
人
ひ
と
り
に
対
し「
親
切
」「
誠
実
」「
公

平
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
従
事
し
ま
し
ょ
う
。

　
た
っ
た
一
人
の
「
不
親
切
」
や
「
不

適
切
」
な
言
葉
、
態
度
、
行
動
が
、
セ

ン
タ
ー
の
信
頼
を
損
な
い
、
一
生
懸
命

仕
事
を
し
て
い
る
仲
間
の
信
頼
を
も
傷

つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
は
未
然
に
防
ぐ
意
識
を
持

ち
、
発
生
時
は
、
冷
静
に
対
処
・
連
絡

を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ク
レ
ー
ム
対
応
も
仕
事
の
う
ち
、
冷

静
に
苦
情
の
内
容
を
聞
き
、
速
や
か
に

対
応
（
実
行
・
中
止
・
伝
言
・
連
絡
等
）

し
ま
し
ょ
う
。

　
セ
ン
タ
ー
の
会
員
で
あ
る
と
い
う
誇

り
を
も
っ
て
、
常
に
誰
か
に
見
ら
れ
て

い
る
と
い
う
認
識
と
、
一
人
で
の
就
業

時
で
も
、
公
私
の
区
別
を
徹
底
し
、
セ

ン
タ
ー
の
会
員
と
し
て
の
信
頼
を
得
る

よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を

通
じ
、
地
域
へ
の
貢
献
を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
更
な
る
、
調
布
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
発
展
を
願
っ
て
。

（
広
報
委
員
会
）

親
し
ま
れ
信
頼
さ
れ
る

　
　
　 

セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
し
て…

親
し
ま
れ
信
頼
さ
れ
る

　
　
　

セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
し
て………

第
６
回
・
10
月
20
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
職
員
給
与
規
程
の
一
部
改
正

　
⑶
職
員
就
業
規
則
の
一
部
改
正

　
⑷
育
児
・
介
護
休
業
規
程
の
一
部
改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
３
件

第
７
回
・
11
月
17
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
基
準

の
一
部
改
正

　
⑶
再
雇
用
職
員
雇
用
要
綱
に
基
づ
く

再
雇
用
職
員
報
酬
等
基
準
の
廃
止

　
⑷
継
続
雇
用
実
施
要
綱
に
基
づ
く
継

続
雇
用
職
員
報
酬
等
基
準
の
一
部

改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
８
回
・
12
月
22
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
９
回
・
１
月
19
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
10
回
・
２
月
16
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
11
回
・
３
月
16
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）

　
⑶
平
成
30
年
度
予
算
（
案
）

　
⑷
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込

み

　
⑸
平
成
30
年
度
配
分
金
単
価
（
案
）

　
⑹
職
群
班
活
動
規
程
の
一
部
改
正

　
⑺
準
職
員
就
業
規
則
の
制
定
及
び
関

連
規
程
の
一
部
改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
５
件

平
成
29
年
度

下
半
期
理
事
会
報
告

日
時
　
４
月
17
日
（
火
）
午
後
２
時
よ
り

場
所
　
文
化
会
館
た
づ
く
り

　
　
　
８
階
映
像
シ
ア
タ
ー

※

リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
印
鑑
持
参

の
う
え
ご
出
席
願
い
ま
す
。

日
時
　
６
月
19
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分

場
所
　
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル（
大
ホ
ー
ル
）

※

ぜ
ひ
、
ご
出
席
願
い
ま
す
。

日
時
　
４
月
25
日（
水
）午
後
２
時
よ
り

場
所
　
文
化
会
館
た
づ
く
り

８
階
映
像
シ
ア
タ
ー

※

地
区
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
ご
出
席
願

い
ま
す
。

《日時・場所・参加地区》
地 区

東部
中部
西部
南部

仙川駅前
国領駅前
飛田給駅北口
調布駅南口
調布駅北口

（甲州街道付近）

5月22日（火）午前10時～11時
（集合：午前9時45分）

5月24日（木）午前10時～11時
（集合：午前9時45分）

実施日場　所

日
時
　
４
月
８
日
（
日
）
午
前
８
時
よ
り

集
合
場
所
　
多
摩
川
河
川
敷

京
王
相
模
原
線
陸
橋
下

安全ニュース
安全就業標語の応募作品の中から厳正に、10 作品が選考されました。

テーマ１　健康の維持について

①.　欠かさない　元気の担保　まず健診　　向原　ミチ子
２.　さあ歩こう　健康づくりの　第一歩　　井上　　正憲
③.　無理しない　休む勇気で　事故防止　　井上　　正憲
４.　疲労　寝不足　事故のもと　　　　　　佐々木　　修
⑤.　準備して　疲れ残さず　又明日！　　　渡邉　　隼郎

テーマ２　私の安全行動

１.　はっとした　その瞬間を　忘れるな 玉井　　徳行
２.　あわてるな　気がせく失敗　後のまつり 小幡　　節子
③.　安全は　人にまかせず　自分から 井上　　正憲
④.　ふいの事故　いつもの道に　出る油断 向原　幾久雄
⑤.　いいだろう　心のすき間に　ケガが待つ 向原　幾久雄

○印は、財団への推薦作品です
多数の応募ありがとうございました。（安全管理委員会）

春
の
多
摩
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

駅
前
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

第
69
回
定
時
総
会

職
群
班
リ
ー
ダ
ー
会
議

全 

地 

区 

委 

員 

会

北部

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
・
・
・
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第
６
回
・
10
月
20
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
職
員
給
与
規
程
の
一
部
改
正

　
⑶
職
員
就
業
規
則
の
一
部
改
正

　
⑷
育
児
・
介
護
休
業
規
程
の
一
部
改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
３
件

第
７
回
・
11
月
17
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
基
準

の
一
部
改
正

　
⑶
再
雇
用
職
員
雇
用
要
綱
に
基
づ
く

再
雇
用
職
員
報
酬
等
基
準
の
廃
止

　
⑷
継
続
雇
用
実
施
要
綱
に
基
づ
く
継

続
雇
用
職
員
報
酬
等
基
準
の
一
部

改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
８
回
・
12
月
22
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
９
回
・
１
月
19
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
10
回
・
２
月
16
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
11
回
・
３
月
16
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）

　
⑶
平
成
30
年
度
予
算
（
案
）

　
⑷
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込

み

　
⑸
平
成
30
年
度
配
分
金
単
価
（
案
）

　
⑹
職
群
班
活
動
規
程
の
一
部
改
正

　
⑺
準
職
員
就
業
規
則
の
制
定
及
び
関

連
規
程
の
一
部
改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
５
件

　
２
月
の
初
旬
に
各
職
群
班
の
リ
ー

ダ
ー
の
皆
さ
ん
が
一
同
に
会
し
、
就
業

先
で
の
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
等
の
事
例
検

討
、
事
故
防
止
の
意
見
交
換
を
行
い
、

健
康
で
楽
し
く
働
く
知
恵
や
情
報
を
共

有
し
ま
し
た
。

　
技
能
・
民
間
群
、
家
事
・
作
業
群
、

管
理
・
公
共
群
の
グ
ル
ー
プ
毎
に
開
催

し
47
人
の
リ
ー
ダ
ー
が
出
席
、
理
事
会

の
意
志
伝
達
、
連
携
強
化
・
課
題
の
解

職
群
班
グ
ル
ー
プ
会
議
を
開
催

決
な
ど
の
目
的
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
確
認
資
料
を
読
み
合
わ
せ
、
16
項
目

の
基
本
事
項
と
「
親
切
・
丁
寧
な
仕
事

で
お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
」で「
発

注
者
か
ら
の
信
用
を
得
ま
し
ょ
う
、
と

認
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
各
班
か
ら
の
ご
意
見
の
概
要
を
紹
介

し
ま
す
。

☆
塗
装
の
実
際
の
作
業
に
か
か
る
前
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
大
切
だ
。

☆
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ア
は
土
日
・
祝
日
が

目
が
回
る
ほ
ど
忙
し
い
。
欠
員
の

補
充
を
途
切
れ
な
く
や
っ
て
ほ
し

い
。

☆
植
木
仕
事
で
高
い
場
所
は
怪
我
が
少

な
く
、
低
い
と
こ
ろ
に
怪
我
が
潜

ん
で
い
る
。
熱
中
症
を
バ
カ
に
し

て
は
い
け
な
い
。

☆
市
か
ら
提
供
さ
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル
自

転
車
の
台
数
が
少
な
い
。
事
務
局

と
連
携
が
重
要
。

☆
パ
ソ
コ
ン
班
で
は
事
務
局
か
ら
受
講

者
増
減
の
正
確
・
迅
速
な
連
絡
が
必

須
。

☆
学
習
教
室
の
講
師
資
格
と
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
内
容
を
再
確
認
す
る
。

☆
お
金
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
よ
り
慎

重
に
。
不
一
致
が
あ
っ
た
場
合
は

自
己
処
理
を
せ
ず
、
発
注
者
、
事

務
局
に
連
絡
を
と
る
。

☆
お
客
様
の
要
望
に
対
し
作
業
前
に
全

員
で
の
確
認
が
重
要
。
夏
場
の
除

草
時
、
蜂
・
毛
虫
な
ど
の
対
策
は

肌
を
露
出
し
な
い
。

☆
長
期
就
業
会
員
の
多
い
職
群
で
は
若

い
会
員
の
育
成
・
補
充
も
必
要
。
認

知
症
の
方
の
援
助
は
細
心
の
注
意
を
。

☆
駐
輪
場
利
用
者
は
危
険
予
知
に
無
頓

着
、
シ
ル
バ
ー
会
員
は
気
苦
労
が

多
い
。

☆
開
始
時
間
に
遅
刻
、
慌
て
て
い
た
の

で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
操
作
を
誤
り
、

二
重
ミ
ス
。

☆
利
用
時
間
前
に
済
ま
す
こ
と
が
清
掃

の
仕
事
。
そ
の
時
間
前
に
上
が
り
こ

む
利
用
者
あ
り
。
話
し
か
け
な
ど
に

気
を
使
う
。

　
様
々
な
職
場
の
意
見
や
情
報
を
今
後

の
対
応
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

（
事
業
部
会
）

の
び
の
び
広
場

◆
詩
吟
と
の
出
会
い

　
自
分
の
趣
味
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て

み
ま
す
。
御
多
分
に
漏
れ
ず
ゴ
ル
フ
・

野
球
や
麻
雀
な
ど
月
並
み
な
も
の
ば
か

り
並
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
も
毎
朝
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
が
最
近
で
は
散
歩
に
変
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
筋
力
が
衰
え
る
と
段
々

と
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
、
定
期
的
に
楽
し
ん
で
い
る
の
は
、

月
一
回
の
囲
碁
会
（
ザ
ル
碁
で
す
が
）

ぐ
ら
い
で
す
。

　
安
閑
と
し
て
流
れ
る
日
々
の
中
で

『
く
さ
び
』
を
打
ち
込
ま
れ
た
の
が
詩

吟
と
の
出
会
い
で
し
た
。

　
少
し
オ
ー
バ
ー
な
表
現
で
す
が
、
生

活
の
リ
ズ
ム
が
変
化
し
て
ゆ
く
の
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　
詩
吟
と
の
出
会
い
と
申
し
ま
す
と
、

私
は
バ
イ
ク
の
駐
車
場
で
管
理
業
務
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
駐
車
場
の
お
客

様
の
中
で
詩
吟
の
先
生
と
お
話
す
る
機

会
を
得
て
、
発
表
会
や
教
室
の
見
学
等

を
経
て
入
会
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

六
十
の
手
習
い
と
い
う
言
葉
は
時
々
耳

に
し
ま
す
が
、
私
の
場
合
は
、
何
と
七

十
五
の
手
習
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
し
か
し
今
だ
か
ら
こ
そ
新
し
い
体
験

を
と
、
こ
ん
な
気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま

し
た
。

　
詩
吟
は
、
千
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り

ま
す
が
、
最
も
盛
ん
だ
っ
た
の
は
幕
末

の
頃
で
、
武
家
階
級
の
歌
と
し
て
吟
じ

ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
最
近
は
、
生
活
空
間
の
中
で
詩
吟
に

遭
遇
す
る
機
会
は
非
常
に
少
な
く
な
り
、

冠
婚
葬
祭
の
時
ぐ
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
普
段
、
縁
の
な
い
古
典
の
世
界
に
入

り
込
む
と
新
し
い
色
々
な
も
の
が
見
え

て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
先
輩
が
自
慢
し
て
ま
し
た
、
大
き
な

ス
テ
ー
ジ
で
吟
じ
る
と
〝
快
感
〞
が
得

ら
れ
る…

と
。

　
僕
も
そ
れ
を
め
ざ
し
て
、
頑
張
る
事

に
し
よ
う
。

　
有
料
駐
輪
場
調
布
南
・
バ
イ
ク
班

　（
安
松
　
稜
太
郎
）

　
忙
し
い
年
末
就
業
の
中
、
安
全
支
援

員（
職
群
班
リ
ー
ダ
ー
）の
皆
さ
ん
に
は
、

安
全
就
業
強
化
月
間
（
12
月
）
の
安
全

点
検
10
項
目
の
実
施
と
、
そ
の
報
告
を

全
職
群
班
よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
の
未
実
施
項
目
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
各
就
業
現
場
に
合
っ
た
工

夫
を
し
て
み
て
下
さ
い
。

一
、
作
業
前
に
軽
い
柔
軟
体
操
で
体
を

ほ
ぐ
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
作
業
前
に
深
呼
吸
し
て
自
分
で

手
足
指
首
肩
腰
な
ど
ほ
ぐ
し
て
は

如
何
で
す
か
。

一
、
共
同
作
業
で
は
合
図
、
連
絡
を
正

確
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
単
独
作
業
で
も
、
自
分
が
自
分

に
注
意
を
喚
起
。

　
今
後
も
、
事
故
防
止
に
会
員
の
皆
さ

ん
の
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

（
安
全
管
理
委
員
会
）

地　区
東部地区
西部地区
中部地区
南部地区
北部地区
計

新入会員数
（H29年12月～平成30年2月）

男
5
8
2
3
7
25

女
2
4
4
5
3
18

計
7
12
6
8
10
43

事業実績内訳表

会員数

受託件数

就業実人数

契約金額

H29
11月

H29
12月

H30
1月

1,618

1,004

1,002

58,474,909

1,625

927

985

55,206,238

1,631

622

987

48,668,709

　
監
事
１
名
の
退
任
に
伴
い
、
新
た
に

監
事
候
補
者
１
名
を
選
考
い
た
し
ま
す
。

　
候
補
者
と
な
る
に
は
、
会
員
１
名
の

推
薦
が
必
要
で
す
。
監
事
の
任
期
は
第

69
回
定
時
総
会
の
承
認
か
ら
、
第
73
回

の
定
時
総
会
終
了
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
推
薦
書
は
、
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
４
月
20
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
理
事
監
事
選
考
委
員
会
）

監
事
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

★
安
全
点
検
結
果
の

　
　フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

ケ
ガ
や
事
故
に
遭
わ
な
い
為
に
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第
６
回
・
10
月
20
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
職
員
給
与
規
程
の
一
部
改
正

　
⑶
職
員
就
業
規
則
の
一
部
改
正

　
⑷
育
児
・
介
護
休
業
規
程
の
一
部
改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
３
件

第
７
回
・
11
月
17
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
基
準

の
一
部
改
正

　
⑶
再
雇
用
職
員
雇
用
要
綱
に
基
づ
く

再
雇
用
職
員
報
酬
等
基
準
の
廃
止

　
⑷
継
続
雇
用
実
施
要
綱
に
基
づ
く
継

続
雇
用
職
員
報
酬
等
基
準
の
一
部

改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
８
回
・
12
月
22
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
９
回
・
１
月
19
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
10
回
・
２
月
16
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
11
回
・
３
月
16
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）

　
⑶
平
成
30
年
度
予
算
（
案
）

　
⑷
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込

み

　
⑸
平
成
30
年
度
配
分
金
単
価
（
案
）

　
⑹
職
群
班
活
動
規
程
の
一
部
改
正

　
⑺
準
職
員
就
業
規
則
の
制
定
及
び
関

連
規
程
の
一
部
改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
５
件

　
２
月
の
初
旬
に
各
職
群
班
の
リ
ー

ダ
ー
の
皆
さ
ん
が
一
同
に
会
し
、
就
業

先
で
の
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
等
の
事
例
検

討
、
事
故
防
止
の
意
見
交
換
を
行
い
、

健
康
で
楽
し
く
働
く
知
恵
や
情
報
を
共

有
し
ま
し
た
。

　
技
能
・
民
間
群
、
家
事
・
作
業
群
、

管
理
・
公
共
群
の
グ
ル
ー
プ
毎
に
開
催

し
47
人
の
リ
ー
ダ
ー
が
出
席
、
理
事
会

の
意
志
伝
達
、
連
携
強
化
・
課
題
の
解

職
群
班
グ
ル
ー
プ
会
議
を
開
催

決
な
ど
の
目
的
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
確
認
資
料
を
読
み
合
わ
せ
、
16
項
目

の
基
本
事
項
と
「
親
切
・
丁
寧
な
仕
事

で
お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
」で「
発

注
者
か
ら
の
信
用
を
得
ま
し
ょ
う
、
と

認
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
各
班
か
ら
の
ご
意
見
の
概
要
を
紹
介

し
ま
す
。

☆
塗
装
の
実
際
の
作
業
に
か
か
る
前
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
大
切
だ
。

☆
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ア
は
土
日
・
祝
日
が

目
が
回
る
ほ
ど
忙
し
い
。
欠
員
の

補
充
を
途
切
れ
な
く
や
っ
て
ほ
し

い
。

☆
植
木
仕
事
で
高
い
場
所
は
怪
我
が
少

な
く
、
低
い
と
こ
ろ
に
怪
我
が
潜

ん
で
い
る
。
熱
中
症
を
バ
カ
に
し

て
は
い
け
な
い
。

☆
市
か
ら
提
供
さ
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル
自

転
車
の
台
数
が
少
な
い
。
事
務
局

と
連
携
が
重
要
。

☆
パ
ソ
コ
ン
班
で
は
事
務
局
か
ら
受
講

者
増
減
の
正
確
・
迅
速
な
連
絡
が
必

須
。

☆
学
習
教
室
の
講
師
資
格
と
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
内
容
を
再
確
認
す
る
。

☆
お
金
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
よ
り
慎

重
に
。
不
一
致
が
あ
っ
た
場
合
は

自
己
処
理
を
せ
ず
、
発
注
者
、
事

務
局
に
連
絡
を
と
る
。

☆
お
客
様
の
要
望
に
対
し
作
業
前
に
全

員
で
の
確
認
が
重
要
。
夏
場
の
除

草
時
、
蜂
・
毛
虫
な
ど
の
対
策
は

肌
を
露
出
し
な
い
。

☆
長
期
就
業
会
員
の
多
い
職
群
で
は
若

い
会
員
の
育
成
・
補
充
も
必
要
。
認

知
症
の
方
の
援
助
は
細
心
の
注
意
を
。

☆
駐
輪
場
利
用
者
は
危
険
予
知
に
無
頓

着
、
シ
ル
バ
ー
会
員
は
気
苦
労
が

多
い
。

☆
開
始
時
間
に
遅
刻
、
慌
て
て
い
た
の

で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
操
作
を
誤
り
、

二
重
ミ
ス
。

☆
利
用
時
間
前
に
済
ま
す
こ
と
が
清
掃

の
仕
事
。
そ
の
時
間
前
に
上
が
り
こ

む
利
用
者
あ
り
。
話
し
か
け
な
ど
に

気
を
使
う
。

　
様
々
な
職
場
の
意
見
や
情
報
を
今
後

の
対
応
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

（
事
業
部
会
）

の
び
の
び
広
場

◆
詩
吟
と
の
出
会
い

　
自
分
の
趣
味
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て

み
ま
す
。
御
多
分
に
漏
れ
ず
ゴ
ル
フ
・

野
球
や
麻
雀
な
ど
月
並
み
な
も
の
ば
か

り
並
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
も
毎
朝
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
が
最
近
で
は
散
歩
に
変
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
筋
力
が
衰
え
る
と
段
々

と
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
、
定
期
的
に
楽
し
ん
で
い
る
の
は
、

月
一
回
の
囲
碁
会
（
ザ
ル
碁
で
す
が
）

ぐ
ら
い
で
す
。

　
安
閑
と
し
て
流
れ
る
日
々
の
中
で

『
く
さ
び
』
を
打
ち
込
ま
れ
た
の
が
詩

吟
と
の
出
会
い
で
し
た
。

　
少
し
オ
ー
バ
ー
な
表
現
で
す
が
、
生

活
の
リ
ズ
ム
が
変
化
し
て
ゆ
く
の
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　
詩
吟
と
の
出
会
い
と
申
し
ま
す
と
、

私
は
バ
イ
ク
の
駐
車
場
で
管
理
業
務
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
駐
車
場
の
お
客

様
の
中
で
詩
吟
の
先
生
と
お
話
す
る
機

会
を
得
て
、
発
表
会
や
教
室
の
見
学
等

を
経
て
入
会
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

六
十
の
手
習
い
と
い
う
言
葉
は
時
々
耳

に
し
ま
す
が
、
私
の
場
合
は
、
何
と
七

十
五
の
手
習
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
し
か
し
今
だ
か
ら
こ
そ
新
し
い
体
験

を
と
、
こ
ん
な
気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま

し
た
。

　
詩
吟
は
、
千
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り

ま
す
が
、
最
も
盛
ん
だ
っ
た
の
は
幕
末

の
頃
で
、
武
家
階
級
の
歌
と
し
て
吟
じ

ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
最
近
は
、
生
活
空
間
の
中
で
詩
吟
に

遭
遇
す
る
機
会
は
非
常
に
少
な
く
な
り
、

冠
婚
葬
祭
の
時
ぐ
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
普
段
、
縁
の
な
い
古
典
の
世
界
に
入

り
込
む
と
新
し
い
色
々
な
も
の
が
見
え

て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
先
輩
が
自
慢
し
て
ま
し
た
、
大
き
な

ス
テ
ー
ジ
で
吟
じ
る
と
〝
快
感
〞
が
得

ら
れ
る…

と
。

　
僕
も
そ
れ
を
め
ざ
し
て
、
頑
張
る
事

に
し
よ
う
。

　
有
料
駐
輪
場
調
布
南
・
バ
イ
ク
班

　（
安
松
　
稜
太
郎
）

　
忙
し
い
年
末
就
業
の
中
、
安
全
支
援

員（
職
群
班
リ
ー
ダ
ー
）の
皆
さ
ん
に
は
、

安
全
就
業
強
化
月
間
（
12
月
）
の
安
全

点
検
10
項
目
の
実
施
と
、
そ
の
報
告
を

全
職
群
班
よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
の
未
実
施
項
目
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
各
就
業
現
場
に
合
っ
た
工

夫
を
し
て
み
て
下
さ
い
。

一
、
作
業
前
に
軽
い
柔
軟
体
操
で
体
を

ほ
ぐ
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
作
業
前
に
深
呼
吸
し
て
自
分
で

手
足
指
首
肩
腰
な
ど
ほ
ぐ
し
て
は

如
何
で
す
か
。

一
、
共
同
作
業
で
は
合
図
、
連
絡
を
正

確
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
単
独
作
業
で
も
、
自
分
が
自
分

に
注
意
を
喚
起
。

　
今
後
も
、
事
故
防
止
に
会
員
の
皆
さ

ん
の
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

（
安
全
管
理
委
員
会
）

地　区
東部地区
西部地区
中部地区
南部地区
北部地区
計

新入会員数
（H29年12月～平成30年2月）

男
5
8
2
3
7
25

女
2
4
4
5
3
18

計
7
12
6
8
10
43

事業実績内訳表

会員数

受託件数

就業実人数

契約金額

H29
11月

H29
12月

H30
1月

1,618

1,004

1,002

58,474,909

1,625

927

985

55,206,238

1,631

622

987

48,668,709

　
監
事
１
名
の
退
任
に
伴
い
、
新
た
に

監
事
候
補
者
１
名
を
選
考
い
た
し
ま
す
。

　
候
補
者
と
な
る
に
は
、
会
員
１
名
の

推
薦
が
必
要
で
す
。
監
事
の
任
期
は
第

69
回
定
時
総
会
の
承
認
か
ら
、
第
73
回

の
定
時
総
会
終
了
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
推
薦
書
は
、
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
４
月
20
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
理
事
監
事
選
考
委
員
会
）

監
事
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

★
安
全
点
検
結
果
の

　
　フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

ケ
ガ
や
事
故
に
遭
わ
な
い
為
に
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も
う
10
年
ほ
ど
前
に
な
り
ま
し
ょ
う

か
。
パ
ソ
コ
ン
を
習
う
た
め
市
役
所
で

紹
介
さ
れ
た
の
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
し
た
。

　
通
っ
て
る
う
ち
、
事
務
所
内
に
貼
っ

て
あ
る
宮
ノ
下
図
書
館
の
就
業
案
内
を

目
に
し
、
入
会
し
た
の
が
そ
も
そ
も
で
す
。

　
仕
事
と
し
て
清
掃
を
す
る
の
は
初
め

て
の
経
験
で
、
家
事
と
も
違
い
、
前
任

の
方
が
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

好
き
な
様
に…

、
と
言
わ
れ
、
初
日
は
、

２
時
間
、
目
一
杯
で
戸
惑
う
こ
と
ば
か

り
で
し
た
。

　
そ
れ
が
時
と
と
も
に
慣
れ
、
今
日
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
働
く
よ
ろ
こ
び
を
〝
ひ
と
言
〞
と
言

わ
れ
る
と…

・
仕
事
を
通
じ
、
知
ら
な
い
方
々
と
お

会
い
で
き
る
事
が
楽
し
み
で
す
。

・
東
日
本
大
震
災
後
、
節
電
に
気
を
つ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

・
冬
の
朝
、
家
を
出
る
と
き
は
真
っ
暗

な
の
で
、
自
転
車
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
お
り
ま
す
。

・
帰
り
は
戸
締
ま
り
に
気
を
つ
け
て
い

ま
す
。

・
台
風
な
ど
荒
天
候
が
予
想
さ
れ
る
と

き
、
休
日
に
シ
ル
バ
ー
事
務
所
に
連

絡
が
取
れ
な
い
の
で
、
困
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
新
入
会
員
の
皆
さ
ん
、
お
仕
事
を
選

ぶ
時
は
、
悪
天
候
の
こ
と
も
考
え
て
、

通
え
る
距
離
で
あ
る
事
も
大
切
で
す
。

「
き
れ
い
に
し
て
い
た
だ
い
て
、
あ
り

が
と
う
。」
と
図
書
館
の
方
々
が
、
声

を
か
け
て
下
さ
る
の
も
励
み
に
な
り
ま

す
。

公
共
施
設
清
掃
（
屋
内
）
班

（
重
田
　
美
登
里
）

就
業
の
よ
ろ
こ
び
〈94〉

　
会
社
を
退
職
す
る
直
前
に
、
尊
敬
し

て
い
た
先
輩
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
働
い
て
い
て
、
充
実
し
た
生
活

を
過
さ
れ
て
い
る
、
と
の
話
を
聞
い
た

の
で
、
私
も
退
職
後
す
ぐ
に
入
会
し
ま

し
た
。

　
そ
し
て
就
業
し
た
の
が
「
た
づ
く
り

学
習
室
受
付
」
業
務
で
す
。

　
昨
年
10
月
、
そ
れ
ま
で
シ
ル
バ
ー
担

当
者
が
利
用
者
の
座
席
を
指
定
し
て
い

た
受
付
シ
ス
テ
ム
を
、
利
用
者
自
身
が

座
席
選
択
し
決
定
す
る
新
シ
ス
テ
ム
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
私
た
ち
の
業
務
内
容

や
手
順
が
変
わ
る
と
同
時
に
、
学
習
室

内
で
稀
に
起
き
る
、
利
用
者
の
座
席
を

巡
る
ト
ラ
ブ
ル
の
起
因
が
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

　
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
運
用
や
利
用
者

へ
の
対
応
に
慣
れ
る
の
に
時
間
が
掛
か

る
と
共
に
、
今
後
は
Ｐ
Ｃ
の
操
作
よ
り
、

む
し
ろ
学
習
室
の
運
用
・
管
理
面
で
の

職
務
が
、
よ
り
重
要
に
な
っ
て
く
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
、
職
群
班
リ
ー
ダ
ー
と

い
う
任
を
経
験
い
た
し
ま
し
た
。

　
担
当
し
た
職
群
班
は
、
公
共
施
設
管

理
（
屋
内
）
班
で
、就
業
先
10
グ
ル
ー
プ
、

35
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、グ
ル
ー
プ
就
業
、ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
就
業
な
ど
で
生
ず
る
様
々

な
問
題
に
つ
い
て
、
情
報
交
換
や
問
題

解
決
の
協
議
の
場
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

　
私
た
ち
の
班
は
受
付
業
務
が
主
と
は

い
え
、
仕
事
の
内
容
の
違
い
が
大
き
く
、

話
題
の
共
通
性
が
見
出
せ
な
い
点
も
あ
っ

て
、
各
就
業
先
の
自
主
性
に
頼
っ
て
き
ま

し
た
。

　
職
群
班
に
よ
っ
て
は
、
よ
り
共
通
性

の
あ
る
グ
ル
ー
プ
毎
に
細
分
化
し
た
方

が
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
シ
ル
バ
ー
会
員
に
な
っ
て
、
会
社
勤

め
の
時
と
比
べ
て
、
時
間
的
に
も
楽
だ

し
（
早
出
残
業
な
し
）、
職
務
の
重
圧

感
（
ノ
ル
マ
な
し
）
も
な
く
、
い
ろ
い

ろ
な
経
験
を
持
っ
て
い
る
方
々
と
仕
事

が
出
来
る
こ
と
が
新
鮮
で
も
あ
り
、
ま

た
、
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

た
づ
く
り
学
習
室
受
付
（
山
戸  

史
郎
）

第
６
回
・
10
月
20
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
職
員
給
与
規
程
の
一
部
改
正

　
⑶
職
員
就
業
規
則
の
一
部
改
正

　
⑷
育
児
・
介
護
休
業
規
程
の
一
部
改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
３
件

第
７
回
・
11
月
17
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
基
準

の
一
部
改
正

　
⑶
再
雇
用
職
員
雇
用
要
綱
に
基
づ
く

再
雇
用
職
員
報
酬
等
基
準
の
廃
止

　
⑷
継
続
雇
用
実
施
要
綱
に
基
づ
く
継

続
雇
用
職
員
報
酬
等
基
準
の
一
部

改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
８
回
・
12
月
22
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
９
回
・
１
月
19
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
10
回
・
２
月
16
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
11
回
・
３
月
16
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）

　
⑶
平
成
30
年
度
予
算
（
案
）

　
⑷
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込

み

　
⑸
平
成
30
年
度
配
分
金
単
価
（
案
）

　
⑹
職
群
班
活
動
規
程
の
一
部
改
正

　
⑺
準
職
員
就
業
規
則
の
制
定
及
び
関

連
規
程
の
一
部
改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
５
件

声
を
か
け
て

下
さ
る
の
が

励
み
で
す

シ
ル
バ
ー
仕
事

で
視
野
が

広
が
り
ま
し
た

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
在
職

時
か
ら
、
会
社
の
植
栽
剪
定
を
お
願
い

し
た
こ
と
が
あ
っ
て
知
っ
て
お
り
ま
し

た
。

　
退
職
後
、
そ
の
前
８
年
間
の
単
身
赴

任
か
ら
の
気
持
ち
切
り
替
え
を
す
る
た

め
、
１
年
ほ
ど
気
ま
ま
な
生
活
を
し
た

後
、
退
職
前
か
ら
考
え
て
い
た
、
刃
物

研
ぎ
と
植
栽
の
剪
定
を
希
望
し
て
、
入

会
説
明
会
に
参
加
、
そ
の
場
で
入
会
し

ま
し
た
。

　
最
初
は
、
保
育
園
児
見
守
り
の
仕
事

が
決
ま
り
、
改
め
て
前
職
と
の
気
持
ち

の
区
切
り
が
で
き
、
退
職
し
た
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

　
同
時
に
、
新
た
な
仕
事
の
緊
張
感
と

楽
し
み
が
湧
い
て
も
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
保
育
園
の
他
に
、
余
暇
を

活
用
で
き
る
仕
事
と
思
い
、〝
刃
物
研

ぎ
〞
や
〝
ふ
く
し
の
窓
配
布
〞
な
ど
、

複
数
の
仕
事
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
保
育
園
児
の
見
守
り
で
は
、
園
児
た

ち
と
朝
の
「
お
は
よ
う
」
の
言
葉
を
交

わ
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
刃
物
研
ぎ
で
は
、
研
ぎ
の
技
術
向
上

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
仕
事
を
通
じ
て
、
社
会
と
の
つ
な
が

り
が
で
き
た
事
、
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
仕
事
先
で
お
会
い
す
る
、
様
々
な
方

と
会
話
が
で
き
る
事
が
、
生
き
が
い
と

な
り
楽
し
く
、
今
の
人
生
を
謳
歌
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
入
会
し
よ
う
と
す
る
皆
さ

ん
、
仕
事
選
び
は
、
前
職
と
は
違
う
仕

事
を
す
る
と
、
色
々
と
視
野
が
広
く
な

り
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
人
と
交
流
し
て
、
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
と
は
別
に
、
大
事

な
趣
味
を
持
つ
こ
と
も
、
い
い
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
週
１
回

の
畑
仕
事
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

福
祉
厚
生
施
設
等
班
（
川
辺
　
修
）

職群班リーダーを
経験して

仕
事
い
ろ
い
ろ

近
藤
勇
ゆ
か
り
の
地

①

　
調
布
飛
行
場
の
北
側
、
人
見
街
道
と
小

金
井
に
通
じ
る
道
が
分
岐
す
る
場
所
に
、

調
布
市
指
定
史
跡
「
近
藤
勇
生
家
跡
」（
野

水
一̶

六̶

八
）
が
あ
り
ま
す
。

　
幕
末
の
動
乱
期
に
新
選
組
局
長
と
し
て

名
を
馳
せ
た
近
藤
勇
の
実
家
・
宮
川
家
が

あ
っ
た
場
所
で
す
。
か
つ
て
の
宮
川
家
は
、

蔵
や
納
屋
の
あ
る
大
き
な
農
家
で
し
た
。

　
生
家
は
す
で
に
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、

勇
の
産
湯
に
使
っ
た
と
い
わ
れ
る
井
戸
と
、

昭
和
初
期
に
東
京
一
円
の
軍
人
た
ち
に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
近
藤
神
社
が
残
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
地
で
生
ま
れ
育
っ
た
勇
は
、
幕
府

の
浪
士
組
に
応
募
し
た
こ
と
を
契
機
に
、

歴
史
の
表
舞
台
に
登
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
浪
士
組
が
母
体
と
な
っ
た
新
選
組

は
、
京
都
の
治
安
維
持
に
功
績
を
挙
げ
、

一
躍
有
名
な
存
在
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
政
局
は
混
迷
し
、
戊
辰
戦
争

へ
と
突
入
し
ま
す
。
近
藤
勇
ら
は
江
戸
へ

と
戻
り
、
新
政
府
軍
の
甲
府
侵
攻
を
阻
止

す
る
た
め
、
甲
州
街
道
を
進
軍
し
ま
し
た
。

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
三
月
一
日
、
甲

府
へ
の
道
中
、
故
郷
の
上
石
原
宿
に
立
ち

寄
っ
た
勇
は
、
名
主
の
家
で
歓
待
を
受
け

た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
名
主
宅
の
向
か
い
に
位
置
す
る
西
光
寺

（
上
石
原
一̶

二
八̶

三
）
の
山
門
手
前

の
左
脇
に
は
、
市
内
の
新
選
組
研
究
団
体

「
近
藤
勇
と
新
選
組
の
会
」
に
よ
っ
て
平

成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
建
て
ら
れ
た

近
藤
勇
の
坐
像
が
あ
り
ま
す
。

　
甲
州
勝
沼
の
戦
い
で
敗
走
、
そ
の
後
、

新
政
府
軍
に
投
降
し
た
勇
は
、
板
橋
で
斬

首
さ
れ
、
波
乱
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
生
家
跡
か
ら
東
へ
二
五
〇
ｍ
ほ
ど
の
人

見
街
道
沿
い
に
、
宮
川
家
の
菩
提
寺
・
龍

源
寺
（
三
鷹
市
大
沢
六̶

三―

一
一
）
が

あ
り
ま
す
。
本
堂
裏
手
の
墓
地
に
、
近
藤

勇
は
じ
め
一
族
の
墓
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　
調
布
市
内
お
よ
び
近
隣
に
は
、
他
に
も

近
藤
勇
や
新
選
組
ゆ
か
り
の
地
が
多
数
あ

り
ま
す
。

　
今
年
は
、
近

藤
勇
の
没
後
一

五
〇
年
。
幕
末

に
想
い
を
巡
ら

せ
な
が
ら
、
ゆ

か
り
の
地
を
散

策
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

（
調
布
市
郷
土
博
物
館
　
芝
﨑
） 近藤勇生家跡

※これまでの健康コラムから、調布市の歴史コラムになりました。
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も
う
10
年
ほ
ど
前
に
な
り
ま
し
ょ
う

か
。
パ
ソ
コ
ン
を
習
う
た
め
市
役
所
で

紹
介
さ
れ
た
の
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
し
た
。

　
通
っ
て
る
う
ち
、
事
務
所
内
に
貼
っ

て
あ
る
宮
ノ
下
図
書
館
の
就
業
案
内
を

目
に
し
、
入
会
し
た
の
が
そ
も
そ
も
で
す
。

　
仕
事
と
し
て
清
掃
を
す
る
の
は
初
め

て
の
経
験
で
、
家
事
と
も
違
い
、
前
任

の
方
が
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

好
き
な
様
に…

、
と
言
わ
れ
、
初
日
は
、

２
時
間
、
目
一
杯
で
戸
惑
う
こ
と
ば
か

り
で
し
た
。

　
そ
れ
が
時
と
と
も
に
慣
れ
、
今
日
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
働
く
よ
ろ
こ
び
を
〝
ひ
と
言
〞
と
言

わ
れ
る
と…

・
仕
事
を
通
じ
、
知
ら
な
い
方
々
と
お

会
い
で
き
る
事
が
楽
し
み
で
す
。

・
東
日
本
大
震
災
後
、
節
電
に
気
を
つ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

・
冬
の
朝
、
家
を
出
る
と
き
は
真
っ
暗

な
の
で
、
自
転
車
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
お
り
ま
す
。

・
帰
り
は
戸
締
ま
り
に
気
を
つ
け
て
い

ま
す
。

・
台
風
な
ど
荒
天
候
が
予
想
さ
れ
る
と

き
、
休
日
に
シ
ル
バ
ー
事
務
所
に
連

絡
が
取
れ
な
い
の
で
、
困
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
新
入
会
員
の
皆
さ
ん
、
お
仕
事
を
選

ぶ
時
は
、
悪
天
候
の
こ
と
も
考
え
て
、

通
え
る
距
離
で
あ
る
事
も
大
切
で
す
。

「
き
れ
い
に
し
て
い
た
だ
い
て
、
あ
り

が
と
う
。」
と
図
書
館
の
方
々
が
、
声

を
か
け
て
下
さ
る
の
も
励
み
に
な
り
ま

す
。

公
共
施
設
清
掃
（
屋
内
）
班

（
重
田
　
美
登
里
）

就
業
の
よ
ろ
こ
び
〈94〉

　
会
社
を
退
職
す
る
直
前
に
、
尊
敬
し

て
い
た
先
輩
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
働
い
て
い
て
、
充
実
し
た
生
活

を
過
さ
れ
て
い
る
、
と
の
話
を
聞
い
た

の
で
、
私
も
退
職
後
す
ぐ
に
入
会
し
ま

し
た
。

　
そ
し
て
就
業
し
た
の
が
「
た
づ
く
り

学
習
室
受
付
」
業
務
で
す
。

　
昨
年
10
月
、
そ
れ
ま
で
シ
ル
バ
ー
担

当
者
が
利
用
者
の
座
席
を
指
定
し
て
い

た
受
付
シ
ス
テ
ム
を
、
利
用
者
自
身
が

座
席
選
択
し
決
定
す
る
新
シ
ス
テ
ム
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
私
た
ち
の
業
務
内
容

や
手
順
が
変
わ
る
と
同
時
に
、
学
習
室

内
で
稀
に
起
き
る
、
利
用
者
の
座
席
を

巡
る
ト
ラ
ブ
ル
の
起
因
が
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

　
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
運
用
や
利
用
者

へ
の
対
応
に
慣
れ
る
の
に
時
間
が
掛
か

る
と
共
に
、
今
後
は
Ｐ
Ｃ
の
操
作
よ
り
、

む
し
ろ
学
習
室
の
運
用
・
管
理
面
で
の

職
務
が
、
よ
り
重
要
に
な
っ
て
く
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
、
職
群
班
リ
ー
ダ
ー
と

い
う
任
を
経
験
い
た
し
ま
し
た
。

　
担
当
し
た
職
群
班
は
、
公
共
施
設
管

理
（
屋
内
）
班
で
、就
業
先
10
グ
ル
ー
プ
、

35
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、グ
ル
ー
プ
就
業
、ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
就
業
な
ど
で
生
ず
る
様
々

な
問
題
に
つ
い
て
、
情
報
交
換
や
問
題

解
決
の
協
議
の
場
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

　
私
た
ち
の
班
は
受
付
業
務
が
主
と
は

い
え
、
仕
事
の
内
容
の
違
い
が
大
き
く
、

話
題
の
共
通
性
が
見
出
せ
な
い
点
も
あ
っ

て
、
各
就
業
先
の
自
主
性
に
頼
っ
て
き
ま

し
た
。

　
職
群
班
に
よ
っ
て
は
、
よ
り
共
通
性

の
あ
る
グ
ル
ー
プ
毎
に
細
分
化
し
た
方

が
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
シ
ル
バ
ー
会
員
に
な
っ
て
、
会
社
勤

め
の
時
と
比
べ
て
、
時
間
的
に
も
楽
だ

し
（
早
出
残
業
な
し
）、
職
務
の
重
圧

感
（
ノ
ル
マ
な
し
）
も
な
く
、
い
ろ
い

ろ
な
経
験
を
持
っ
て
い
る
方
々
と
仕
事

が
出
来
る
こ
と
が
新
鮮
で
も
あ
り
、
ま

た
、
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

た
づ
く
り
学
習
室
受
付
（
山
戸  

史
郎
）

第
６
回
・
10
月
20
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
職
員
給
与
規
程
の
一
部
改
正

　
⑶
職
員
就
業
規
則
の
一
部
改
正

　
⑷
育
児
・
介
護
休
業
規
程
の
一
部
改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
３
件

第
７
回
・
11
月
17
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
基
準

の
一
部
改
正

　
⑶
再
雇
用
職
員
雇
用
要
綱
に
基
づ
く

再
雇
用
職
員
報
酬
等
基
準
の
廃
止

　
⑷
継
続
雇
用
実
施
要
綱
に
基
づ
く
継

続
雇
用
職
員
報
酬
等
基
準
の
一
部

改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
８
回
・
12
月
22
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
９
回
・
１
月
19
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
10
回
・
２
月
16
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
11
回
・
３
月
16
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）

　
⑶
平
成
30
年
度
予
算
（
案
）

　
⑷
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込

み

　
⑸
平
成
30
年
度
配
分
金
単
価
（
案
）

　
⑹
職
群
班
活
動
規
程
の
一
部
改
正

　
⑺
準
職
員
就
業
規
則
の
制
定
及
び
関

連
規
程
の
一
部
改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
５
件

声
を
か
け
て

下
さ
る
の
が

励
み
で
す

シ
ル
バ
ー
仕
事

で
視
野
が

広
が
り
ま
し
た

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
在
職

時
か
ら
、
会
社
の
植
栽
剪
定
を
お
願
い

し
た
こ
と
が
あ
っ
て
知
っ
て
お
り
ま
し

た
。

　
退
職
後
、
そ
の
前
８
年
間
の
単
身
赴

任
か
ら
の
気
持
ち
切
り
替
え
を
す
る
た

め
、
１
年
ほ
ど
気
ま
ま
な
生
活
を
し
た

後
、
退
職
前
か
ら
考
え
て
い
た
、
刃
物

研
ぎ
と
植
栽
の
剪
定
を
希
望
し
て
、
入

会
説
明
会
に
参
加
、
そ
の
場
で
入
会
し

ま
し
た
。

　
最
初
は
、
保
育
園
児
見
守
り
の
仕
事

が
決
ま
り
、
改
め
て
前
職
と
の
気
持
ち

の
区
切
り
が
で
き
、
退
職
し
た
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

　
同
時
に
、
新
た
な
仕
事
の
緊
張
感
と

楽
し
み
が
湧
い
て
も
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
保
育
園
の
他
に
、
余
暇
を

活
用
で
き
る
仕
事
と
思
い
、〝
刃
物
研

ぎ
〞
や
〝
ふ
く
し
の
窓
配
布
〞
な
ど
、

複
数
の
仕
事
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
保
育
園
児
の
見
守
り
で
は
、
園
児
た

ち
と
朝
の
「
お
は
よ
う
」
の
言
葉
を
交

わ
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
刃
物
研
ぎ
で
は
、
研
ぎ
の
技
術
向
上

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
仕
事
を
通
じ
て
、
社
会
と
の
つ
な
が

り
が
で
き
た
事
、
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
仕
事
先
で
お
会
い
す
る
、
様
々
な
方

と
会
話
が
で
き
る
事
が
、
生
き
が
い
と

な
り
楽
し
く
、
今
の
人
生
を
謳
歌
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
入
会
し
よ
う
と
す
る
皆
さ

ん
、
仕
事
選
び
は
、
前
職
と
は
違
う
仕

事
を
す
る
と
、
色
々
と
視
野
が
広
く
な

り
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
人
と
交
流
し
て
、
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
と
は
別
に
、
大
事

な
趣
味
を
持
つ
こ
と
も
、
い
い
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
週
１
回

の
畑
仕
事
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

福
祉
厚
生
施
設
等
班
（
川
辺
　
修
）

職群班リーダーを
経験して

仕
事
い
ろ
い
ろ

近
藤
勇
ゆ
か
り
の
地

①

　
調
布
飛
行
場
の
北
側
、
人
見
街
道
と
小

金
井
に
通
じ
る
道
が
分
岐
す
る
場
所
に
、

調
布
市
指
定
史
跡
「
近
藤
勇
生
家
跡
」（
野

水
一̶

六̶

八
）
が
あ
り
ま
す
。

　
幕
末
の
動
乱
期
に
新
選
組
局
長
と
し
て

名
を
馳
せ
た
近
藤
勇
の
実
家
・
宮
川
家
が

あ
っ
た
場
所
で
す
。
か
つ
て
の
宮
川
家
は
、

蔵
や
納
屋
の
あ
る
大
き
な
農
家
で
し
た
。

　
生
家
は
す
で
に
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、

勇
の
産
湯
に
使
っ
た
と
い
わ
れ
る
井
戸
と
、

昭
和
初
期
に
東
京
一
円
の
軍
人
た
ち
に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
近
藤
神
社
が
残
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
地
で
生
ま
れ
育
っ
た
勇
は
、
幕
府

の
浪
士
組
に
応
募
し
た
こ
と
を
契
機
に
、

歴
史
の
表
舞
台
に
登
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
浪
士
組
が
母
体
と
な
っ
た
新
選
組

は
、
京
都
の
治
安
維
持
に
功
績
を
挙
げ
、

一
躍
有
名
な
存
在
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
政
局
は
混
迷
し
、
戊
辰
戦
争

へ
と
突
入
し
ま
す
。
近
藤
勇
ら
は
江
戸
へ

と
戻
り
、
新
政
府
軍
の
甲
府
侵
攻
を
阻
止

す
る
た
め
、
甲
州
街
道
を
進
軍
し
ま
し
た
。

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
三
月
一
日
、
甲

府
へ
の
道
中
、
故
郷
の
上
石
原
宿
に
立
ち

寄
っ
た
勇
は
、
名
主
の
家
で
歓
待
を
受
け

た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
名
主
宅
の
向
か
い
に
位
置
す
る
西
光
寺

（
上
石
原
一̶

二
八̶

三
）
の
山
門
手
前

の
左
脇
に
は
、
市
内
の
新
選
組
研
究
団
体

「
近
藤
勇
と
新
選
組
の
会
」
に
よ
っ
て
平

成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
建
て
ら
れ
た

近
藤
勇
の
坐
像
が
あ
り
ま
す
。

　
甲
州
勝
沼
の
戦
い
で
敗
走
、
そ
の
後
、

新
政
府
軍
に
投
降
し
た
勇
は
、
板
橋
で
斬

首
さ
れ
、
波
乱
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
生
家
跡
か
ら
東
へ
二
五
〇
ｍ
ほ
ど
の
人

見
街
道
沿
い
に
、
宮
川
家
の
菩
提
寺
・
龍

源
寺
（
三
鷹
市
大
沢
六̶

三―

一
一
）
が

あ
り
ま
す
。
本
堂
裏
手
の
墓
地
に
、
近
藤

勇
は
じ
め
一
族
の
墓
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　
調
布
市
内
お
よ
び
近
隣
に
は
、
他
に
も

近
藤
勇
や
新
選
組
ゆ
か
り
の
地
が
多
数
あ

り
ま
す
。

　
今
年
は
、
近

藤
勇
の
没
後
一

五
〇
年
。
幕
末

に
想
い
を
巡
ら

せ
な
が
ら
、
ゆ

か
り
の
地
を
散

策
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

（
調
布
市
郷
土
博
物
館
　
芝
﨑
） 近藤勇生家跡

※これまでの健康コラムから、調布市の歴史コラムになりました。
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も
う
10
年
ほ
ど
前
に
な
り
ま
し
ょ
う

か
。
パ
ソ
コ
ン
を
習
う
た
め
市
役
所
で

紹
介
さ
れ
た
の
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
し
た
。

　
通
っ
て
る
う
ち
、
事
務
所
内
に
貼
っ

て
あ
る
宮
ノ
下
図
書
館
の
就
業
案
内
を

目
に
し
、
入
会
し
た
の
が
そ
も
そ
も
で
す
。

　
仕
事
と
し
て
清
掃
を
す
る
の
は
初
め

て
の
経
験
で
、
家
事
と
も
違
い
、
前
任

の
方
が
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

好
き
な
様
に…

、
と
言
わ
れ
、
初
日
は
、

２
時
間
、
目
一
杯
で
戸
惑
う
こ
と
ば
か

り
で
し
た
。

　
そ
れ
が
時
と
と
も
に
慣
れ
、
今
日
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
働
く
よ
ろ
こ
び
を
〝
ひ
と
言
〞
と
言

わ
れ
る
と…

・
仕
事
を
通
じ
、
知
ら
な
い
方
々
と
お

会
い
で
き
る
事
が
楽
し
み
で
す
。

・
東
日
本
大
震
災
後
、
節
電
に
気
を
つ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

・
冬
の
朝
、
家
を
出
る
と
き
は
真
っ
暗

な
の
で
、
自
転
車
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
お
り
ま
す
。

・
帰
り
は
戸
締
ま
り
に
気
を
つ
け
て
い

ま
す
。

・
台
風
な
ど
荒
天
候
が
予
想
さ
れ
る
と

き
、
休
日
に
シ
ル
バ
ー
事
務
所
に
連

絡
が
取
れ
な
い
の
で
、
困
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
新
入
会
員
の
皆
さ
ん
、
お
仕
事
を
選

ぶ
時
は
、
悪
天
候
の
こ
と
も
考
え
て
、

通
え
る
距
離
で
あ
る
事
も
大
切
で
す
。

「
き
れ
い
に
し
て
い
た
だ
い
て
、
あ
り

が
と
う
。」
と
図
書
館
の
方
々
が
、
声

を
か
け
て
下
さ
る
の
も
励
み
に
な
り
ま

す
。

公
共
施
設
清
掃
（
屋
内
）
班

（
重
田
　
美
登
里
）

就
業
の
よ
ろ
こ
び
〈94〉

　
会
社
を
退
職
す
る
直
前
に
、
尊
敬
し

て
い
た
先
輩
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
働
い
て
い
て
、
充
実
し
た
生
活

を
過
さ
れ
て
い
る
、
と
の
話
を
聞
い
た

の
で
、
私
も
退
職
後
す
ぐ
に
入
会
し
ま

し
た
。

　
そ
し
て
就
業
し
た
の
が
「
た
づ
く
り

学
習
室
受
付
」
業
務
で
す
。

　
昨
年
10
月
、
そ
れ
ま
で
シ
ル
バ
ー
担

当
者
が
利
用
者
の
座
席
を
指
定
し
て
い

た
受
付
シ
ス
テ
ム
を
、
利
用
者
自
身
が

座
席
選
択
し
決
定
す
る
新
シ
ス
テ
ム
に

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
私
た
ち
の
業
務
内
容

や
手
順
が
変
わ
る
と
同
時
に
、
学
習
室

内
で
稀
に
起
き
る
、
利
用
者
の
座
席
を

巡
る
ト
ラ
ブ
ル
の
起
因
が
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

　
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
運
用
や
利
用
者

へ
の
対
応
に
慣
れ
る
の
に
時
間
が
掛
か

る
と
共
に
、
今
後
は
Ｐ
Ｃ
の
操
作
よ
り
、

む
し
ろ
学
習
室
の
運
用
・
管
理
面
で
の

職
務
が
、
よ
り
重
要
に
な
っ
て
く
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
、
職
群
班
リ
ー
ダ
ー
と

い
う
任
を
経
験
い
た
し
ま
し
た
。

　
担
当
し
た
職
群
班
は
、
公
共
施
設
管

理
（
屋
内
）
班
で
、就
業
先
10
グ
ル
ー
プ
、

35
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、グ
ル
ー
プ
就
業
、ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
就
業
な
ど
で
生
ず
る
様
々

な
問
題
に
つ
い
て
、
情
報
交
換
や
問
題

解
決
の
協
議
の
場
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

　
私
た
ち
の
班
は
受
付
業
務
が
主
と
は

い
え
、
仕
事
の
内
容
の
違
い
が
大
き
く
、

話
題
の
共
通
性
が
見
出
せ
な
い
点
も
あ
っ

て
、
各
就
業
先
の
自
主
性
に
頼
っ
て
き
ま

し
た
。

　
職
群
班
に
よ
っ
て
は
、
よ
り
共
通
性

の
あ
る
グ
ル
ー
プ
毎
に
細
分
化
し
た
方

が
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
シ
ル
バ
ー
会
員
に
な
っ
て
、
会
社
勤

め
の
時
と
比
べ
て
、
時
間
的
に
も
楽
だ

し
（
早
出
残
業
な
し
）、
職
務
の
重
圧

感
（
ノ
ル
マ
な
し
）
も
な
く
、
い
ろ
い

ろ
な
経
験
を
持
っ
て
い
る
方
々
と
仕
事

が
出
来
る
こ
と
が
新
鮮
で
も
あ
り
、
ま

た
、
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

た
づ
く
り
学
習
室
受
付
（
山
戸  

史
郎
）

第
６
回
・
10
月
20
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
職
員
給
与
規
程
の
一
部
改
正

　
⑶
職
員
就
業
規
則
の
一
部
改
正

　
⑷
育
児
・
介
護
休
業
規
程
の
一
部
改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
３
件

第
７
回
・
11
月
17
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
基
準

の
一
部
改
正

　
⑶
再
雇
用
職
員
雇
用
要
綱
に
基
づ
く

再
雇
用
職
員
報
酬
等
基
準
の
廃
止

　
⑷
継
続
雇
用
実
施
要
綱
に
基
づ
く
継

続
雇
用
職
員
報
酬
等
基
準
の
一
部

改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
８
回
・
12
月
22
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
９
回
・
１
月
19
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
10
回
・
２
月
16
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
11
回
・
３
月
16
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）

　
⑶
平
成
30
年
度
予
算
（
案
）

　
⑷
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込

み

　
⑸
平
成
30
年
度
配
分
金
単
価
（
案
）

　
⑹
職
群
班
活
動
規
程
の
一
部
改
正

　
⑺
準
職
員
就
業
規
則
の
制
定
及
び
関

連
規
程
の
一
部
改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
５
件

声
を
か
け
て

下
さ
る
の
が

励
み
で
す

シ
ル
バ
ー
仕
事

で
視
野
が

広
が
り
ま
し
た

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
在
職

時
か
ら
、
会
社
の
植
栽
剪
定
を
お
願
い

し
た
こ
と
が
あ
っ
て
知
っ
て
お
り
ま
し

た
。

　
退
職
後
、
そ
の
前
８
年
間
の
単
身
赴

任
か
ら
の
気
持
ち
切
り
替
え
を
す
る
た

め
、
１
年
ほ
ど
気
ま
ま
な
生
活
を
し
た

後
、
退
職
前
か
ら
考
え
て
い
た
、
刃
物

研
ぎ
と
植
栽
の
剪
定
を
希
望
し
て
、
入

会
説
明
会
に
参
加
、
そ
の
場
で
入
会
し

ま
し
た
。

　
最
初
は
、
保
育
園
児
見
守
り
の
仕
事

が
決
ま
り
、
改
め
て
前
職
と
の
気
持
ち

の
区
切
り
が
で
き
、
退
職
し
た
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。

　
同
時
に
、
新
た
な
仕
事
の
緊
張
感
と

楽
し
み
が
湧
い
て
も
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
保
育
園
の
他
に
、
余
暇
を

活
用
で
き
る
仕
事
と
思
い
、〝
刃
物
研

ぎ
〞
や
〝
ふ
く
し
の
窓
配
布
〞
な
ど
、

複
数
の
仕
事
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
保
育
園
児
の
見
守
り
で
は
、
園
児
た

ち
と
朝
の
「
お
は
よ
う
」
の
言
葉
を
交

わ
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
刃
物
研
ぎ
で
は
、
研
ぎ
の
技
術
向
上

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
仕
事
を
通
じ
て
、
社
会
と
の
つ
な
が

り
が
で
き
た
事
、
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
仕
事
先
で
お
会
い
す
る
、
様
々
な
方

と
会
話
が
で
き
る
事
が
、
生
き
が
い
と

な
り
楽
し
く
、
今
の
人
生
を
謳
歌
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
入
会
し
よ
う
と
す
る
皆
さ

ん
、
仕
事
選
び
は
、
前
職
と
は
違
う
仕

事
を
す
る
と
、
色
々
と
視
野
が
広
く
な

り
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
人
と
交
流
し
て
、
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
と
は
別
に
、
大
事

な
趣
味
を
持
つ
こ
と
も
、
い
い
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、
週
１
回

の
畑
仕
事
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

福
祉
厚
生
施
設
等
班
（
川
辺
　
修
）

職群班リーダーを
経験して

仕
事
い
ろ
い
ろ

近
藤
勇
ゆ
か
り
の
地

①

　
調
布
飛
行
場
の
北
側
、
人
見
街
道
と
小

金
井
に
通
じ
る
道
が
分
岐
す
る
場
所
に
、

調
布
市
指
定
史
跡
「
近
藤
勇
生
家
跡
」（
野

水
一̶

六̶

八
）
が
あ
り
ま
す
。

　
幕
末
の
動
乱
期
に
新
選
組
局
長
と
し
て

名
を
馳
せ
た
近
藤
勇
の
実
家
・
宮
川
家
が

あ
っ
た
場
所
で
す
。
か
つ
て
の
宮
川
家
は
、

蔵
や
納
屋
の
あ
る
大
き
な
農
家
で
し
た
。

　
生
家
は
す
で
に
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、

勇
の
産
湯
に
使
っ
た
と
い
わ
れ
る
井
戸
と
、

昭
和
初
期
に
東
京
一
円
の
軍
人
た
ち
に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
近
藤
神
社
が
残
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
地
で
生
ま
れ
育
っ
た
勇
は
、
幕
府

の
浪
士
組
に
応
募
し
た
こ
と
を
契
機
に
、

歴
史
の
表
舞
台
に
登
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
浪
士
組
が
母
体
と
な
っ
た
新
選
組

は
、
京
都
の
治
安
維
持
に
功
績
を
挙
げ
、

一
躍
有
名
な
存
在
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
政
局
は
混
迷
し
、
戊
辰
戦
争

へ
と
突
入
し
ま
す
。
近
藤
勇
ら
は
江
戸
へ

と
戻
り
、
新
政
府
軍
の
甲
府
侵
攻
を
阻
止

す
る
た
め
、
甲
州
街
道
を
進
軍
し
ま
し
た
。

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
三
月
一
日
、
甲

府
へ
の
道
中
、
故
郷
の
上
石
原
宿
に
立
ち

寄
っ
た
勇
は
、
名
主
の
家
で
歓
待
を
受
け

た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
名
主
宅
の
向
か
い
に
位
置
す
る
西
光
寺

（
上
石
原
一̶

二
八̶

三
）
の
山
門
手
前

の
左
脇
に
は
、
市
内
の
新
選
組
研
究
団
体

「
近
藤
勇
と
新
選
組
の
会
」
に
よ
っ
て
平

成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
に
建
て
ら
れ
た

近
藤
勇
の
坐
像
が
あ
り
ま
す
。

　
甲
州
勝
沼
の
戦
い
で
敗
走
、
そ
の
後
、

新
政
府
軍
に
投
降
し
た
勇
は
、
板
橋
で
斬

首
さ
れ
、
波
乱
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
生
家
跡
か
ら
東
へ
二
五
〇
ｍ
ほ
ど
の
人

見
街
道
沿
い
に
、
宮
川
家
の
菩
提
寺
・
龍

源
寺
（
三
鷹
市
大
沢
六̶

三―

一
一
）
が

あ
り
ま
す
。
本
堂
裏
手
の
墓
地
に
、
近
藤

勇
は
じ
め
一
族
の
墓
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　
調
布
市
内
お
よ
び
近
隣
に
は
、
他
に
も

近
藤
勇
や
新
選
組
ゆ
か
り
の
地
が
多
数
あ

り
ま
す
。

　
今
年
は
、
近

藤
勇
の
没
後
一

五
〇
年
。
幕
末

に
想
い
を
巡
ら

せ
な
が
ら
、
ゆ

か
り
の
地
を
散

策
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

（
調
布
市
郷
土
博
物
館
　
芝
﨑
） 近藤勇生家跡

※これまでの健康コラムから、調布市の歴史コラムになりました。
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本
格
的
な
高
齢
社
会
を
迎
え
、
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
は
、
現
役

リ
タ
イ
ヤ
後
に
あ
っ
て
も
、
な
お
自
ら

の
経
験
と
能
力
を
生
か
し
て
、
働
く
機

会
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
こ
数
年
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
略
称
セ
ン
タ
ー
）
は
、

会
員
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
は
、
定
年
55
歳
が
多
か
っ

た
昭
和
40
年
代
、
東
京
都
が
発
表
し
た
、

市
町
村
が
実
施
主
体
と
な
る
「
高
齢
者

事
業
団
構
想
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
各
地
に
高
齢
者
事
業
団
が

発
足
。
昭
和
55
年
に
は
、
国
の
補
助
対

象
事
業
と
な
る
と
共
に
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
全
国
的
に
名
称

や
事
業
内
容
が
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
61
年
、「
高
年
齢
者
等
の
雇
用

の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
定
年
退
職

者
等
の
職
業
生
活
の
充
実
や
福
祉
増
進

に
資
す
る
た
め
、
臨
時
的
か
つ
短
期
的

な
就
業
（
そ
の
後
、
そ
の
他
の
軽
易
な

業
務
が
追
加
）
の
機
会
を
提
供
す
る
団

体
を
育
成
し
、
就
業
の
機
会
の
確
保
の

た
め
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
な
ど
、

セ
ン
タ
ー
の
骨
組
み
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
て

い
る
施
設
の
管
理
や
清
掃
を
始
め
と
す

る
数
々
の
業
務
は
、
40
数
年
に
わ
た
る

様
々
な
関
係
者
、
諸
先
輩
の
活
動
に
よ

り
培
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
経
過
を
踏
ま
え
る
と
、
昨

今
の
多
様
な
高
齢
者
に
就
業
の
機
会
を

提
供
す
る
、
唯
一
無
二
の
組
織
団
体
が
、

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
と
言
え

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
・
・
・

こ
れ
か
ら
迎
え
る
新
た
な
会
員
の
た
め

に
も
、就
業
現
場
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
た
め
に
・
・
・

　
発
注
者
や
就
業
場
所
を
利
用
さ
れ
る

一
人
ひ
と
り
に
対
し「
親
切
」「
誠
実
」「
公

平
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
従
事
し
ま
し
ょ
う
。

　
た
っ
た
一
人
の
「
不
親
切
」
や
「
不

適
切
」
な
言
葉
、
態
度
、
行
動
が
、
セ

ン
タ
ー
の
信
頼
を
損
な
い
、
一
生
懸
命

仕
事
を
し
て
い
る
仲
間
の
信
頼
を
も
傷

つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
は
未
然
に
防
ぐ
意
識
を
持

ち
、
発
生
時
は
、
冷
静
に
対
処
・
連
絡

を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ク
レ
ー
ム
対
応
も
仕
事
の
う
ち
、
冷

静
に
苦
情
の
内
容
を
聞
き
、
速
や
か
に

対
応
（
実
行
・
中
止
・
伝
言
・
連
絡
等
）

し
ま
し
ょ
う
。

　
セ
ン
タ
ー
の
会
員
で
あ
る
と
い
う
誇

り
を
も
っ
て
、
常
に
誰
か
に
見
ら
れ
て

い
る
と
い
う
認
識
と
、
一
人
で
の
就
業

時
で
も
、
公
私
の
区
別
を
徹
底
し
、
セ

ン
タ
ー
の
会
員
と
し
て
の
信
頼
を
得
る

よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を

通
じ
、
地
域
へ
の
貢
献
を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
更
な
る
、
調
布
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
発
展
を
願
っ
て
。

（
広
報
委
員
会
）

親
し
ま
れ
信
頼
さ
れ
る

　
　
　 

セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
し
て…

第
６
回
・
10
月
20
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
職
員
給
与
規
程
の
一
部
改
正

　
⑶
職
員
就
業
規
則
の
一
部
改
正

　
⑷
育
児
・
介
護
休
業
規
程
の
一
部
改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
３
件

第
７
回
・
11
月
17
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
基
準

の
一
部
改
正

　
⑶
再
雇
用
職
員
雇
用
要
綱
に
基
づ
く

再
雇
用
職
員
報
酬
等
基
準
の
廃
止

　
⑷
継
続
雇
用
実
施
要
綱
に
基
づ
く
継

続
雇
用
職
員
報
酬
等
基
準
の
一
部

改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
８
回
・
12
月
22
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
９
回
・
１
月
19
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
10
回
・
２
月
16
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
11
回
・
３
月
16
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）

　
⑶
平
成
30
年
度
予
算
（
案
）

　
⑷
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込

み

　
⑸
平
成
30
年
度
配
分
金
単
価
（
案
）

　
⑹
職
群
班
活
動
規
程
の
一
部
改
正

　
⑺
準
職
員
就
業
規
則
の
制
定
及
び
関

連
規
程
の
一
部
改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
５
件

平
成
29
年
度

下
半
期
理
事
会
報
告

日
時
　
４
月
17
日
（
火
）
午
後
２
時
よ
り

場
所
　
文
化
会
館
た
づ
く
り

　
　
　
８
階
映
像
シ
ア
タ
ー

※

リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
印
鑑
持
参

の
う
え
ご
出
席
願
い
ま
す
。

日
時
　
６
月
19
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分

場
所
　
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル（
大
ホ
ー
ル
）

※

ぜ
ひ
、
ご
出
席
願
い
ま
す
。

日
時
　
４
月
25
日（
水
）午
後
２
時
よ
り

場
所
　
文
化
会
館
た
づ
く
り

８
階
映
像
シ
ア
タ
ー

※

地
区
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
ご
出
席
願

い
ま
す
。

《日時・場所・参加地区》
地 区

東部
中部
西部
南部

仙川駅前
国領駅前
飛田給駅北口
調布駅南口
調布駅北口

（甲州街道付近）

5月22日（火）午前10時～11時
（集合：午前9時45分）

5月24日（木）午前10時～11時
（集合：午前9時45分）

実施日場　所

日
時
　
４
月
８
日
（
日
）
午
前
８
時
よ
り

集
合
場
所
　
多
摩
川
河
川
敷

京
王
相
模
原
線
陸
橋
下

安全ニュース
安全就業標語の応募作品の中から厳正に、10 作品が選考されました。

テーマ１　健康の維持について

①.　欠かさない　元気の担保　まず健診　　向原　ミチ子
２.　さあ歩こう　健康づくりの　第一歩　　井上　　正憲
③.　無理しない　休む勇気で　事故防止　　井上　　正憲
４.　疲労　寝不足　事故のもと　　　　　　佐々木　　修
⑤.　準備して　疲れ残さず　又明日！　　　渡邉　　隼郎

テーマ２　私の安全行動

１.　はっとした　その瞬間を　忘れるな 玉井　　徳行
２.　あわてるな　気がせく失敗　後のまつり 小幡　　節子
③.　安全は　人にまかせず　自分から 井上　　正憲
④.　ふいの事故　いつもの道に　出る油断 向原　幾久雄
⑤.　いいだろう　心のすき間に　ケガが待つ 向原　幾久雄

○印は、財団への推薦作品です
多数の応募ありがとうございました。（安全管理委員会）

春
の
多
摩
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

駅
前
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

第
69
回
定
時
総
会

職
群
班
リ
ー
ダ
ー
会
議

全 

地 

区 

委 

員 

会

北部
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第
６
回
・
10
月
20
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
職
員
給
与
規
程
の
一
部
改
正

　
⑶
職
員
就
業
規
則
の
一
部
改
正

　
⑷
育
児
・
介
護
休
業
規
程
の
一
部
改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
３
件

第
７
回
・
11
月
17
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
基
準

の
一
部
改
正

　
⑶
再
雇
用
職
員
雇
用
要
綱
に
基
づ
く

再
雇
用
職
員
報
酬
等
基
準
の
廃
止

　
⑷
継
続
雇
用
実
施
要
綱
に
基
づ
く
継

続
雇
用
職
員
報
酬
等
基
準
の
一
部

改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
８
回
・
12
月
22
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
９
回
・
１
月
19
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
10
回
・
２
月
16
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
11
回
・
３
月
16
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）

　
⑶
平
成
30
年
度
予
算
（
案
）

　
⑷
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込

み

　
⑸
平
成
30
年
度
配
分
金
単
価
（
案
）

　
⑹
職
群
班
活
動
規
程
の
一
部
改
正

　
⑺
準
職
員
就
業
規
則
の
制
定
及
び
関

連
規
程
の
一
部
改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
５
件

　
２
月
の
初
旬
に
各
職
群
班
の
リ
ー

ダ
ー
の
皆
さ
ん
が
一
同
に
会
し
、
就
業

先
で
の
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
等
の
事
例
検

討
、
事
故
防
止
の
意
見
交
換
を
行
い
、

健
康
で
楽
し
く
働
く
知
恵
や
情
報
を
共

有
し
ま
し
た
。

　
技
能
・
民
間
群
、
家
事
・
作
業
群
、

管
理
・
公
共
群
の
グ
ル
ー
プ
毎
に
開
催

し
47
人
の
リ
ー
ダ
ー
が
出
席
、
理
事
会

の
意
志
伝
達
、
連
携
強
化
・
課
題
の
解

職
群
班
グ
ル
ー
プ
会
議
を
開
催

決
な
ど
の
目
的
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
確
認
資
料
を
読
み
合
わ
せ
、
16
項
目

の
基
本
事
項
と
「
親
切
・
丁
寧
な
仕
事

で
お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
」で「
発

注
者
か
ら
の
信
用
を
得
ま
し
ょ
う
、
と

認
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
各
班
か
ら
の
ご
意
見
の
概
要
を
紹
介

し
ま
す
。

☆
塗
装
の
実
際
の
作
業
に
か
か
る
前
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
大
切
だ
。

☆
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ア
は
土
日
・
祝
日
が

目
が
回
る
ほ
ど
忙
し
い
。
欠
員
の

補
充
を
途
切
れ
な
く
や
っ
て
ほ
し

い
。

☆
植
木
仕
事
で
高
い
場
所
は
怪
我
が
少

な
く
、
低
い
と
こ
ろ
に
怪
我
が
潜

ん
で
い
る
。
熱
中
症
を
バ
カ
に
し

て
は
い
け
な
い
。

☆
市
か
ら
提
供
さ
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル
自

転
車
の
台
数
が
少
な
い
。
事
務
局

と
連
携
が
重
要
。

☆
パ
ソ
コ
ン
班
で
は
事
務
局
か
ら
受
講

者
増
減
の
正
確
・
迅
速
な
連
絡
が
必

須
。

☆
学
習
教
室
の
講
師
資
格
と
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
内
容
を
再
確
認
す
る
。

☆
お
金
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
よ
り
慎

重
に
。
不
一
致
が
あ
っ
た
場
合
は

自
己
処
理
を
せ
ず
、
発
注
者
、
事

務
局
に
連
絡
を
と
る
。

☆
お
客
様
の
要
望
に
対
し
作
業
前
に
全

員
で
の
確
認
が
重
要
。
夏
場
の
除

草
時
、
蜂
・
毛
虫
な
ど
の
対
策
は

肌
を
露
出
し
な
い
。

☆
長
期
就
業
会
員
の
多
い
職
群
で
は
若

い
会
員
の
育
成
・
補
充
も
必
要
。
認

知
症
の
方
の
援
助
は
細
心
の
注
意
を
。

☆
駐
輪
場
利
用
者
は
危
険
予
知
に
無
頓

着
、
シ
ル
バ
ー
会
員
は
気
苦
労
が

多
い
。

☆
開
始
時
間
に
遅
刻
、
慌
て
て
い
た
の

で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
操
作
を
誤
り
、

二
重
ミ
ス
。

☆
利
用
時
間
前
に
済
ま
す
こ
と
が
清
掃

の
仕
事
。
そ
の
時
間
前
に
上
が
り
こ

む
利
用
者
あ
り
。
話
し
か
け
な
ど
に

気
を
使
う
。

　
様
々
な
職
場
の
意
見
や
情
報
を
今
後

の
対
応
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

（
事
業
部
会
）

の
び
の
び
広
場

◆
詩
吟
と
の
出
会
い

　
自
分
の
趣
味
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て

み
ま
す
。
御
多
分
に
漏
れ
ず
ゴ
ル
フ
・

野
球
や
麻
雀
な
ど
月
並
み
な
も
の
ば
か

り
並
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
も
毎
朝
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
が
最
近
で
は
散
歩
に
変
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
筋
力
が
衰
え
る
と
段
々

と
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
、
定
期
的
に
楽
し
ん
で
い
る
の
は
、

月
一
回
の
囲
碁
会
（
ザ
ル
碁
で
す
が
）

ぐ
ら
い
で
す
。

　
安
閑
と
し
て
流
れ
る
日
々
の
中
で

『
く
さ
び
』
を
打
ち
込
ま
れ
た
の
が
詩

吟
と
の
出
会
い
で
し
た
。

　
少
し
オ
ー
バ
ー
な
表
現
で
す
が
、
生

活
の
リ
ズ
ム
が
変
化
し
て
ゆ
く
の
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。

　
詩
吟
と
の
出
会
い
と
申
し
ま
す
と
、

私
は
バ
イ
ク
の
駐
車
場
で
管
理
業
務
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
駐
車
場
の
お
客

様
の
中
で
詩
吟
の
先
生
と
お
話
す
る
機

会
を
得
て
、
発
表
会
や
教
室
の
見
学
等

を
経
て
入
会
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

六
十
の
手
習
い
と
い
う
言
葉
は
時
々
耳

に
し
ま
す
が
、
私
の
場
合
は
、
何
と
七

十
五
の
手
習
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
し
か
し
今
だ
か
ら
こ
そ
新
し
い
体
験

を
と
、
こ
ん
な
気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま

し
た
。

　
詩
吟
は
、
千
年
以
上
の
歴
史
が
あ
り

ま
す
が
、
最
も
盛
ん
だ
っ
た
の
は
幕
末

の
頃
で
、
武
家
階
級
の
歌
と
し
て
吟
じ

ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
最
近
は
、
生
活
空
間
の
中
で
詩
吟
に

遭
遇
す
る
機
会
は
非
常
に
少
な
く
な
り
、

冠
婚
葬
祭
の
時
ぐ
ら
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
普
段
、
縁
の
な
い
古
典
の
世
界
に
入

り
込
む
と
新
し
い
色
々
な
も
の
が
見
え

て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
先
輩
が
自
慢
し
て
ま
し
た
、
大
き
な

ス
テ
ー
ジ
で
吟
じ
る
と
〝
快
感
〞
が
得

ら
れ
る…

と
。

　
僕
も
そ
れ
を
め
ざ
し
て
、
頑
張
る
事

に
し
よ
う
。

　
有
料
駐
輪
場
調
布
南
・
バ
イ
ク
班

　（
安
松
　
稜
太
郎
）

　
忙
し
い
年
末
就
業
の
中
、
安
全
支
援

員（
職
群
班
リ
ー
ダ
ー
）の
皆
さ
ん
に
は
、

安
全
就
業
強
化
月
間
（
12
月
）
の
安
全

点
検
10
項
目
の
実
施
と
、
そ
の
報
告
を

全
職
群
班
よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
の
未
実
施
項
目
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
各
就
業
現
場
に
合
っ
た
工

夫
を
し
て
み
て
下
さ
い
。

一
、
作
業
前
に
軽
い
柔
軟
体
操
で
体
を

ほ
ぐ
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
作
業
前
に
深
呼
吸
し
て
自
分
で

手
足
指
首
肩
腰
な
ど
ほ
ぐ
し
て
は

如
何
で
す
か
。

一
、
共
同
作
業
で
は
合
図
、
連
絡
を
正

確
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
単
独
作
業
で
も
、
自
分
が
自
分

に
注
意
を
喚
起
。

　
今
後
も
、
事
故
防
止
に
会
員
の
皆
さ

ん
の
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

（
安
全
管
理
委
員
会
）

地　区
東部地区
西部地区
中部地区
南部地区
北部地区
計

新入会員数
（H29年12月～平成30年2月）

男
5
8
2
3
7
25

女
2
4
4
5
3
18

計
7
12
6
8
10
43

事業実績内訳表

会員数

受託件数

就業実人数

契約金額

H29
11月

H29
12月

H30
1月

1,618

1,004

1,002

58,474,909

1,625

927

985

55,206,238

1,631

622

987

48,668,709

　
監
事
１
名
の
退
任
に
伴
い
、
新
た
に

監
事
候
補
者
１
名
を
選
考
い
た
し
ま
す
。

　
候
補
者
と
な
る
に
は
、
会
員
１
名
の

推
薦
が
必
要
で
す
。
監
事
の
任
期
は
第

69
回
定
時
総
会
の
承
認
か
ら
、
第
73
回

の
定
時
総
会
終
了
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
推
薦
書
は
、
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
４
月
20
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
理
事
監
事
選
考
委
員
会
）

監
事
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

★
安
全
点
検
結
果
の

　
　フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

ケ
ガ
や
事
故
に
遭
わ
な
い
為
に
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本
格
的
な
高
齢
社
会
を
迎
え
、
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
は
、
現
役

リ
タ
イ
ヤ
後
に
あ
っ
て
も
、
な
お
自
ら

の
経
験
と
能
力
を
生
か
し
て
、
働
く
機

会
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
こ
数
年
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
略
称
セ
ン
タ
ー
）
は
、

会
員
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

　
セ
ン
タ
ー
は
、
定
年
55
歳
が
多
か
っ

た
昭
和
40
年
代
、
東
京
都
が
発
表
し
た
、

市
町
村
が
実
施
主
体
と
な
る
「
高
齢
者

事
業
団
構
想
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
各
地
に
高
齢
者
事
業
団
が

発
足
。
昭
和
55
年
に
は
、
国
の
補
助
対

象
事
業
と
な
る
と
共
に
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
全
国
的
に
名
称

や
事
業
内
容
が
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
61
年
、「
高
年
齢
者
等
の
雇
用

の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
定
年
退
職

者
等
の
職
業
生
活
の
充
実
や
福
祉
増
進

に
資
す
る
た
め
、
臨
時
的
か
つ
短
期
的

な
就
業
（
そ
の
後
、
そ
の
他
の
軽
易
な

業
務
が
追
加
）
の
機
会
を
提
供
す
る
団

体
を
育
成
し
、
就
業
の
機
会
の
確
保
の

た
め
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
な
ど
、

セ
ン
タ
ー
の
骨
組
み
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
て

い
る
施
設
の
管
理
や
清
掃
を
始
め
と
す

る
数
々
の
業
務
は
、
40
数
年
に
わ
た
る

様
々
な
関
係
者
、
諸
先
輩
の
活
動
に
よ

り
培
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
経
過
を
踏
ま
え
る
と
、
昨

今
の
多
様
な
高
齢
者
に
就
業
の
機
会
を

提
供
す
る
、
唯
一
無
二
の
組
織
団
体
が
、

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
と
言
え

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
・
・
・

こ
れ
か
ら
迎
え
る
新
た
な
会
員
の
た
め

に
も
、就
業
現
場
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
た
め
に
・
・
・

　
発
注
者
や
就
業
場
所
を
利
用
さ
れ
る

一
人
ひ
と
り
に
対
し「
親
切
」「
誠
実
」「
公

平
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
従
事
し
ま
し
ょ
う
。

　
た
っ
た
一
人
の
「
不
親
切
」
や
「
不

適
切
」
な
言
葉
、
態
度
、
行
動
が
、
セ

ン
タ
ー
の
信
頼
を
損
な
い
、
一
生
懸
命

仕
事
を
し
て
い
る
仲
間
の
信
頼
を
も
傷

つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
は
未
然
に
防
ぐ
意
識
を
持

ち
、
発
生
時
は
、
冷
静
に
対
処
・
連
絡

を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ク
レ
ー
ム
対
応
も
仕
事
の
う
ち
、
冷

静
に
苦
情
の
内
容
を
聞
き
、
速
や
か
に

対
応
（
実
行
・
中
止
・
伝
言
・
連
絡
等
）

し
ま
し
ょ
う
。

　
セ
ン
タ
ー
の
会
員
で
あ
る
と
い
う
誇

り
を
も
っ
て
、
常
に
誰
か
に
見
ら
れ
て

い
る
と
い
う
認
識
と
、
一
人
で
の
就
業

時
で
も
、
公
私
の
区
別
を
徹
底
し
、
セ

ン
タ
ー
の
会
員
と
し
て
の
信
頼
を
得
る

よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を

通
じ
、
地
域
へ
の
貢
献
を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
更
な
る
、
調
布
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
発
展
を
願
っ
て
。

（
広
報
委
員
会
）

親
し
ま
れ
信
頼
さ
れ
る

　
　
　 

セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
し
て…

第
６
回
・
10
月
20
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
職
員
給
与
規
程
の
一
部
改
正

　
⑶
職
員
就
業
規
則
の
一
部
改
正

　
⑷
育
児
・
介
護
休
業
規
程
の
一
部
改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
３
件

第
７
回
・
11
月
17
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
基
準

の
一
部
改
正

　
⑶
再
雇
用
職
員
雇
用
要
綱
に
基
づ
く

再
雇
用
職
員
報
酬
等
基
準
の
廃
止

　
⑷
継
続
雇
用
実
施
要
綱
に
基
づ
く
継

続
雇
用
職
員
報
酬
等
基
準
の
一
部

改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
８
回
・
12
月
22
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
９
回
・
１
月
19
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
10
回
・
２
月
16
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
11
回
・
３
月
16
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）

　
⑶
平
成
30
年
度
予
算
（
案
）

　
⑷
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込

み

　
⑸
平
成
30
年
度
配
分
金
単
価
（
案
）

　
⑹
職
群
班
活
動
規
程
の
一
部
改
正

　
⑺
準
職
員
就
業
規
則
の
制
定
及
び
関

連
規
程
の
一
部
改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
５
件

平
成
29
年
度

下
半
期
理
事
会
報
告

日
時
　
４
月
17
日
（
火
）
午
後
２
時
よ
り

場
所
　
文
化
会
館
た
づ
く
り

　
　
　
８
階
映
像
シ
ア
タ
ー

※

リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
印
鑑
持
参

の
う
え
ご
出
席
願
い
ま
す
。

日
時
　
６
月
19
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分

場
所
　
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル（
大
ホ
ー
ル
）

※

ぜ
ひ
、
ご
出
席
願
い
ま
す
。

日
時
　
４
月
25
日（
水
）午
後
２
時
よ
り

場
所
　
文
化
会
館
た
づ
く
り

８
階
映
像
シ
ア
タ
ー

※

地
区
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
ご
出
席
願

い
ま
す
。

《日時・場所・参加地区》
地 区

東部
中部
西部
南部

仙川駅前
国領駅前
飛田給駅北口
調布駅南口
調布駅北口

（甲州街道付近）

5月22日（火）午前10時～11時
（集合：午前9時45分）

5月24日（木）午前10時～11時
（集合：午前9時45分）

実施日場　所

日
時
　
４
月
８
日
（
日
）
午
前
８
時
よ
り

集
合
場
所
　
多
摩
川
河
川
敷

京
王
相
模
原
線
陸
橋
下

安全ニュース安全ニュース
安全就業標語の応募作品の中から厳正に、10 作品が選考されました。

テーマ１　健康の維持について

①.　欠かさない　元気の担保　まず健診　　向原　ミチ子
２.　さあ歩こう　健康づくりの　第一歩　　井上　　正憲
③.　無理しない　休む勇気で　事故防止　　井上　　正憲
４.　疲労　寝不足　事故のもと　　　　　　佐々木　　修
⑤.　準備して　疲れ残さず　又明日！　　　渡邉　　隼郎

テーマ２　私の安全行動

１.　はっとした　その瞬間を　忘れるな 玉井　　徳行
２.　あわてるな　気がせく失敗　後のまつり 小幡　　節子
③.　安全は　人にまかせず　自分から 井上　　正憲
④.　ふいの事故　いつもの道に　出る油断 向原　幾久雄
⑤.　いいだろう　心のすき間に　ケガが待つ 向原　幾久雄

○印は、財団への推薦作品です
多数の応募ありがとうございました。（安全管理委員会）

春
の
多
摩
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

駅
前
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

第
69
回
定
時
総
会

職
群
班
リ
ー
ダ
ー
会
議

全 

地 

区 

委 

員 

会

北部
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■
編
■
集
■
後
■
記
■

事
業
予
定

平
成
30
年

４
月
８
日
㈰
　
多
摩
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

　
　
10
日
㈫
　
就
業
希
望
会
員
の
相
談
会

　
　
12
日
㈭
　
入
会
説
明
会

　
　
13
日
㈮
　
配
分
金
支
払
日

　
　
17
日
㈫
　
職
群
班
リ
ー
ダ
ー
会
議

　
　
19
日
㈭
　
新
入
会
員
研
修
会

　
　
20
日
㈮
　
第
１
回
理
事
会

　
　
25
日
㈬
　
全
地
区
委
員
会

５
月
10
日
㈭
　
入
会
説
明
会

　
　
17
日
㈭
　
新
入
会
員
研
修
会

　
　
18
日
㈮
　
配
分
金
支
払
日

　
　
18
日
㈮
　
第
２
回
理
事
会

　
　
22
日
㈫
　
駅
周
辺
等

　
　
24
日
㈭
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

６
月
14
日
㈭
　
入
会
説
明
会

　
　
15
日
㈮
　
配
分
金
支
払
日

　
　
19
日
㈫
　
第
69
回
定
時
総
会

　
　
21
日
㈭
　
新
入
会
員
研
修
会

大坂文子さん『春らんまん』 家事援助リーダーの皆さん

たづくり学習室受付の皆さん

平成 30年 1月 31 日
皆既月食

　
次
の
職
種
で
就
業
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

研
修
会
を
計
画
い
た
し
ま
す
の
で
事
務
局

ま
で
連
絡
願
い
ま
す
。

①
除
草
　
②
草
刈
り
　
③
塗
装
　
④
刃
物

研
ぎ
　
⑤
和
洋
裁
　
⑥
植
木
剪
定
　
⑦
大

工
・
左
官
　
⑧
襖
・
障
子
　
⑨
リ
サ
イ
ク

ル
自
転
車
　
⑩
壁
装

※

技
能
職
後
継
者
育
成
研
修
案
内

　
会
報
「
働
く
よ
ろ
こ
び
」
の
記
念

す
べ
き
150
号
を
、
会
員
の
皆
様
に
お

届
け
す
る
こ
と
が
で
き
、
喜
ば
し
く

思
い
ま
す
。

　
第
１
号
会
報
は
、
昭
和
54
年
新
年

号
で
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
、
諸
先

輩
の
ご
苦
労
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　
第
62
号
か
ら
、
表
紙
が
カ
ラ
ー
に

な
り
、
平
成
14
年
か
ら
中
刷
り
写
真

も
カ
ラ
ー
に
、
又
、
会
員
の
皆
様
の

写
真
と
、
花
や
手
作
り
小
物
な
ど
の

写
真
が
表
紙
を
飾
り
、
華
や
か
に
、

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
会
員
の
方
々
か
ら
の
、
ご
協
力
を

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
広
報
委
員
一

丸
と
な
り
、
取
り
組
ん
で
お
り
、
会

報
の
歩
み
・
歴
史
を
感
じ
な
が
ら
、

一
読
い
た
だ
け
る
と
幸
い
に
思
い
ま

す
。

　
私
達
広
報
委
員
は
、諸
先
輩
の
培
っ

た
努
力
に
恥
じ
な
い
よ
う
、
受
け
継

い
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
四
月
に
入
り
花
粉
症
等
で
、
お
悩

み
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
体
力

を
養
い
、
仕
事
に
従
事
し
な
が
ら
、

趣
味
等
で
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
ま

し
ょ
う
。

（
粕
谷
　
慶
子
）

第
６
回
・
10
月
20
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
職
員
給
与
規
程
の
一
部
改
正

　
⑶
職
員
就
業
規
則
の
一
部
改
正

　
⑷
育
児
・
介
護
休
業
規
程
の
一
部
改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
３
件

第
７
回
・
11
月
17
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
基
準

の
一
部
改
正

　
⑶
再
雇
用
職
員
雇
用
要
綱
に
基
づ
く

再
雇
用
職
員
報
酬
等
基
準
の
廃
止

　
⑷
継
続
雇
用
実
施
要
綱
に
基
づ
く
継

続
雇
用
職
員
報
酬
等
基
準
の
一
部

改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
８
回
・
12
月
22
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
９
回
・
１
月
19
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
６
件

第
10
回
・
２
月
16
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

審
議
事
項
は
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
４
件

第
11
回
・
３
月
16
日
（
金
）　
午
後

〈
審
議
〉

　
⑴
入
退
会
の
承
認

　
⑵
平
成
30
年
度
事
業
計
画
（
案
）

　
⑶
平
成
30
年
度
予
算
（
案
）

　
⑷
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資
の
見
込

み

　
⑸
平
成
30
年
度
配
分
金
単
価
（
案
）

　
⑹
職
群
班
活
動
規
程
の
一
部
改
正

　
⑺
準
職
員
就
業
規
則
の
制
定
及
び
関

連
規
程
の
一
部
改
正

審
議
事
項
は
、
提
案
通
り
承
認

専
門
部
会
及
び
委
員
会
等
の
報
告
５
件

こ
れ
か
ら
の

　
平
成
30
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
、
退

任
い
た
し
ま
し
た
。
５
年
間
、
会
員
増

強
・
就
業
拡
大
を
目
指
し
て
、
微
力
な

が
ら
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
間

皆
様
の
ご
指
導
・
ご
支
援
ま
た
ご
厚
誼

に
あ
ず
か
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
皆
様
の
ご
健
康
、
ご
活
躍
そ
し
て

調
布
シ
ル
バ
ー
の
益
々
の
発
展
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

職
員
の
人
事
異
動

　
臨
時
職
員
と
し
て
長
い
間
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
永
山
広
美
さ
ん
、
北

林
法
子
さ
ん
が
３
月
31
日
付
で
退
職
さ

れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
皆
既
中
、
肉
眼
で
は
赤
く
見
え
ま
し

た
が
、
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
は
暗
い
ま
ま
で

良
く
見
え
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
カ
メ
ラ
の
露
出
を
調
整
す

る
と
、
写
真
の
よ
う
な
赤
い
月
が
現
れ
、

撮
影
に
成
功
し
ま
し
た
。

　
月
食
の
間
、
雲
が
切
れ
た
の
は
本
当

に
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
。（

峰
廣
　
完
二
）

事
務
局
だ
よ
り

新
入
会
員
研
修
会

赤
銅
の
お
月
さ
ま

平
成
30
年
度
会
費
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
会
費
千
円
を
５
月
18
日

（
金
）
に
口
座
引
き
落
と
し
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
口
座
振
替
が
未

手
続
き
の
方
は
至
急
、
事
務
局
に
て
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
印
鑑
持
参
）

常
務
理
事

　
　   

今
村
孝
則
事
務
局
長
が
退
任


